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麦斑葉モザイク病による大麦の病徴について
井上忠男
緒 言
麦斑葉モザイク病による大麦の病徴については McKinney(1953)， Hagborg (1954) 
などが記述し，著者も本病の研究の折にふれて記載してきた(井上.1960;高橋・赤木・
井上， 1957). しかし， 1956年以来本病を取扱っている聞に，本病の病徴が伝搬径路によ
っては多少異なる事実を確かめた.さらに一方，本病の発生地である北海道での調査(井
上・大場・高橋， 1960) などから，本病の病徴が pyrenoρhoragramineaによる大麦斑
葉病のそれとまぎらわしい場合を数多〈観察し，両病害の診断上，病徴の相異点を明らか
にしておく必要を感じた.本報は麦斑葉モザイク病による大変の病徴を感染径路を考慮に
入れて記述し，さらに，大麦斑葉病との病徴の区別を明らかにしようとしたものである.
幼苗期*の病徴
1. 種子伝染による病徴
既報(井上， 1959)で詳述したように，種子伝染による幼苗の病徴は一般に初生葉にも
っとも明瞭に現われる場合が多い(図版1，1).モザイク症状の淡色部は白~灰白~黄白
~黄色の小斑点，細点あるいは条斑となって現われるが，品種，ウイルス系統，実験時の
気温などによっては非常に不明瞭で，健全株と区別できない場合もある.一般に2条大麦
よ~ 6条大麦での場合の方が見やすい. また，比較的高温時 (21o~270C， Hamptonら
1957)に病徴がはっきの現われる.第2葉，第3葉と幼商の生長にともない，病徴は最初
ほど明瞭でなくなる場合がかなゆ多いが，ウイルスの系統によっては極めて特徴的で明瞭
な病徴が保持される場合もある.ガラス室内で栽培した幼酋では一般に特徴的な褐色嬢死
帯は現われない.冬期圃場ではそザイク淡色部が枯れたようになって，その周縁に褐変帯
の見られることもある.病植物は健全株に比べて種々の程度に生育がおくれ媛小になる.
2. 汁液接種による病徴
第1葉期に汁液接種すると， 4~10 日後 (接種時の気温が低いほどおくれる)に展開中
の第2葉あるいは第3葉に，種子伝染病徴より黄色の度合の強い黄緑色斑点(高温時には
むしろ白色〉が現われ，その後数日間に展開する部位は黄色部の多いはげしいモザイク症
状を呈する.病徴が最初に現われる部分の正常緑色部と黄色部との境界は V字状(Hag-
borg， 1954)の褐色壊死帯が見られることが多い.気温の高いほど一般に病徴がはげしく，
嬢死帯も拡がり，その葉全体がまったく壊死する場合もある.最初のモザイク病徴が若い
葉に現われるのと同じ頃，接種葉には褐色壊死斑を生ずる(図版I，1).後，その葉は壊
事幼苗期あるいは成植物とはとくに厳密な生育段階範囲を示しているのではない.
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死して枯れる場合が多い〈品種によっては接種葉の病徴がはっき0しない場合もある).
植物体の生育が進むにしたがって，汁液按種による病徴も次第に種子伝染による幼苗の病
徴と同じような形に落ちつく.病植物は健全植物に比べて萎縮する.
成績 物の病徴
成植物の場合でも幼苗期の場合と同じしその個体が種子伝染，汁液接種あるいは接触
伝染〈後述〉のいずれの伝染径路を経たものであっても，最後には同じような形の病徴に
落ちつく.
葉はかならずしも葉脈に泊っていない不規則な黄緑~黄白~灰白色の条斑，細線あるい
は斑点などによってモザイク症状を呈する(図版1， 3: 1I， 2 ， 3 ).葉鞘，稗， 'e;，穎さ
らに未熟な種子の果皮などにもモザイクの見られる場合がある.斑葉病類似の褐色条斑，
斑点状の壊死帯は種子伝染による病株ではあまりひんぱんには見られない.むしろこれは
接触伝染〈あるいは汁液接種〉の場合の特徴的病徴である.
病植物は一般に草丈が低<，穂首の長さは短か<，有効分けつが少ない.これらは個体
差が大きいため，発病の多い畑では大麦の生育が不良なばかゆでな〈不揃であるとの印象
を受ける.
一般に病植物の病の中には発育不全のものがかなゆ多<，そのため捜粉の正常に行なわ
れない花があって不稔粒が多<.いわゆる提灯穂になる(図版1II， 2).病植物に生じた種
子は健全植物に生じたものとまったく変らない場合もあるが，一般には細粒の割合が多〈
なるために粒重が軽〈なる.ヨとに裸麦では粒の充実不良から，粒の表面に特徴的な般を
生ずるものも多い
接触伝染による病徴
幼苗期の接触伝染による最初の病徴は汁液接種による病徴と同じ形で現われる.すなわ
ち，黄色斑点と褐変嬢死帯が若い葉に現われ，その後に展開する葉はモザイク症状を呈す
る.ガラス室内での接触伝染による発病は接触伝染の起った部位〈多〈は葉の中肋あるい
は葉縁〉の葉脈に泊った線状の褐色壊死斑によって見分けられる.
斑葉病類似の褐色条斑，斑点などは成植物での接触伝染の場合，極めて普通に現われる
病徴である.との壊死帯はV字状を呈したち葉縁あるいは中肋に治って細長いものや短線
状のものなどいろんな現われ方をするが，いずれもモザイク淡色部の周縁に認められるこ
とが多い.壊死斑は病徴出現の当初 1"""'3葉位にわたって現われるが，その稗についてみ
れぽ，その後に伸長する部位の病徴は普通のモザイクを主体としたものに落ちつ<.壊死
病徴は葉に限らず， 病徴の初発時期によっては葉鞘， 穂首， t三などにも普通に現われる
〈井上， 1960) (図版I.2:1I， 3:1I， 2).
大麦斑葉病との病徴の相異
麦斑葉モザイク病の病徴は大麦斑葉病のそれとよ〈似ている場合があるので，これら両
病害の病徴を比較し，相異点を明らかにすることは診断上とくに必要なととである.著者
の考えでは下記の諸点に注意して観察すれば，とくに判別困難な場合(例えば両者の混合
感染の場合〉を除き両者を見分けることができる.
1.幼酋期
両病害病徴の判別がとくに問題になるのは冬から初春にかけて気温の低い時期に播種し
た場合である.初生葉での両者の病徴はとくにまぎらわしいが，ガラス室内で数日間継続
して観察すれば区別できる場合が多い.冬期畑での両者の病徴は判定が極めて困難であ
る.ガラス室内での両者病徴の相異点を第1表に示した.
第 1表 麦斑糞モザイタ病と大変斑業病の病徴の比較〈幼酋期)
黄色斑の 大変斑業病 変斑葉モザイタ病
色 最初は淡緑~黄~灰白色，次第に笹黄 大変斑業病と同じような色調で・あるがd
色に近くなり，その後禍変する. 時日を経ても著しい変色はない.
形 ，条斑状，線状，種々の大きさの点札 条斑状，線状，楠円あるいは紡錘形の
黄色斑は次第に大きくなり，とくに条 斑点.とくに病斑の生長〈鉱大〉は起
斑の場合にはこれにほぼ直角に糸状の らない.
短かし、枝が多数生じ，これらは互に連
絡することも多い.
発生部位 ほぼ葉脈に治って中肋，糞辺に多い.初 とくに葉脈に限られることなしどち
生業では業の基部に斑点ができたり， らかと云えば不規則に分布する.
業全面に微細な斑点を生ずることもあ
る.禍変は棄の先端や葉縁に出やすい.
2.成植物
成植物での病衝は両者とも基本的には幼酋期の病識とそれぞれほぽ同じであるが，植物
体，病斑ともに大きいので，幼苗期よりは両者の判別が容易である(図版1， 3;][，1).
第2表に両者の特徴を比較して示した.大変斑葉病では植物体の早期腐敗枯死が著しい特
第 2表 変斑糞モザイタ病と大麦斑業病の病徴の比較(成植物)
大麦斑業病
葉/色 燈黄~黄色.
色1 形 幼酋期に同じ，基本形はほぼ矩形
斑 i発生部位 幼苗期に同じ.
縄 色 斑 賀色斑は次第に褐~黒褐色となり.
麦斑業モザイク病
黄緑~黄白~灰白色.
幼酋期に同じ.基本形はほぼ楕円
あるいは紡錘形.
幼商期に同じ.
さらに黒褐~黒色となって病斑函に 貧色斑周縁部にV字状，波状，線状
分生胞子を多数生ずる.後，その葉 に現われるが，黄色斑内部が部分的
あるいは植物体全身は枯死する. に褐変する場合もある.禍色~赤紫
糞の中肋，業縁からはじまり，葉脈 褐色である.
に商って長く現われる.
， ， ???
徴であり，この時期になれば麦斑葉モザイク病を大麦斑業病と誤認する可能性はまったく
ないと云える.
嫡 要
麦斑葉モザイク病による大麦の病徴を植物体の大きさ，感染径路などの商から詳細に説
明した.また，ときに本病とまぎらわしい大麦斑糞病と比較し，これら両者病徴の相異を
明らかにした.
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図 版 1 
1. 麦斑葉モザイク病種子伝染による大麦幼苗の種々の病徴
2. 接触伝染によるコピンカタギの病徴
右端は健全株からとった穂
3. 麦斑業モザイク病(右3葉)と大麦斑葉
病(左3葉)の病徴の比較品種:春昼
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